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品 川の 駅で、 すぐ 前の 席へ、 その 無遠慮な お客さん 

が 乗り込んで 来る と、 ク ルミさん は、 すっかり 元気 を 

なくして しま つ た。 

「今日は、 日本晴れ ですから、 国府 津の 叔母さんのお 

ふ じ 

家から は、 富士 さんが とてもよ く 見られ ますよ」 

お母さん からそう 聞かされて、 喜び勇ん でお 家 を 出 

ざせき 

たと きの 元気 は どこへ やら、 座席の 片隅へ 小さくな つ 

しょ 

たま ま、 すっかり 佾 げかえ つて、 窓越しに、 うしろへ 



その 客 は、 年の ころ 四十 前後の、 眼つ きの 妙に 鋭い、 

顔 も 体 もい やに 大きな、 洋服の 紳士であった。 

まぶ か ねずみいろ 

中折帽 を 眼 深に かむ つて、 鼠色の スプリング -コ— 

トの ポケットへ、 何故か 右手 を 絶えず 突 込んだ ままで 

いる。 

最初、 紳士 は、 車 室の 中へ はいって 来る と、 通路に 

立った まま、 素早く 車内 を 眺め まわし、 まだ ほかに も 

席がない ではない のに、 ふと、 ク ルミさん の ほう をみ 

ると、 さも 満足した ような 表情 を チラ ッと 見せて、 す 

ぐに やって来 ると、 ク ルミさん の 眼の 前の 席へ、 大き 

な 体で 無遠慮に、 黙った まま ド シンと 腰掛けた ので 



誰でも 知っている ように、 汽車の 窓 をし める に は、 

必ず 両手 を 使わなければ ならない。 それで、 今、 立ち 

あがった 紳士 も、 この 時 はじめて 右手 を ポケットから 

ちょうど 

出して、 両手で 窓 を しめたの であるが、 丁度 その 右手 

が、 窓の 外 を 見て いる ク ルミさん の 顔の 前へ 来て と 

まった。 が、 窓が しまる と、 素早く 紳士 は その 手 を引ッ 

こめて、 ポケットへ 入れ、 再び 前の 姿勢に なって、 新 

聞 を 読み はじめた の だ。 

しかし、 その 短い 間に、 ク ルミさん は、 紳士の 右手 

を 見て しま つ た。 

その 手 は 〔# 「 その 手 は」 は 底本で は 「その 手 は 匕、 



つつ しょうなん 

窓の 外に は、 すがすがしい 新緑に 包まれた 湘 南の 

山野が、 麗 かな 五月の 陽光 を 浴びながら、 まるで 蓄音 

機の レコ— ド のように、 グル ダルと 際限 もな く 展開 さ 

れて 行く。 そういう 景色 を 眺めながら、 ク ルミさん は 

なんとかして 自分の 気持 を 引きた て、 今朝の 元気 をと 

リ もどそうと、 つとめて みるの だった。 

ところが、 気持が 引きた てられる どころ か、 この 時 

却って、 大変 もない 〔# 「大変 もない」 は ママ〕 ことが 起 

き あが つ てし ま つ た。 

さっきから、 少しずつ ズレ かかって いた 紳士の 顔の 

上の 新聞が、 この 時、 ガサ ッと音 をた てて、 紳士の 横 



坐りに なって いる 膝の 上へ 落ちて 来た。 

ク ルミさん は 〔# 「 ク ルミさん は」 は 底本で は 「クル 

ミ さん は 匕 ヒャリ となった。 どうしようかと 思って、 

紳士の 顔と、 落ちた 新聞 を 見較べた。 

むろん このまま、 そっとして おくより 仕方 はない。 

がし かし、 この 時ク ルミさん は、 思わず ギクリ となつ 

た。 

まどわく 

紳士の 顔 は、 うしろの もたれと 窓枠の 間へ はま リ込 

むように して 居睡 つてい るので、 帽子が 前へ ズレ て、 

半分 隠された ようになって いるが、 それ は、 さっきの 

ままの 顔で ある。 ク ルミさん が、 びっくり したの は、 



その 顔ではなくて、 落ちた 新聞の ほうで ある。 その 新 

聞 は、 落ちた 拍子に 裏返しに なって、 さっきまで 紳士 

が 熱心に 読んで いた 方の 面が 出て いるの だ。 クル ミさ 

んは 全くな にげなし に その 新聞 を 見た ので あるが、 思 

わず ギクッ とな つ て、 あやうく 声を立てる ところ だ つ 

た。 

それ は 三面記事で、 上の ほうの 右 肩のと ころに、 次 

のよう な 恐し い 文字が 、 大きな 活字 で 印刷され てあつ 

た。 

ふくめん とうぞく こんぎょう こうきん 

覆面の 盗賊、 今暁 渋 谷の X X 銀行 を 襲う、 行金 を 



れば、 動きた くても、 身動き も 出来ない のだった。 永 

い 時間が たったよ うだ。 

ジッ とした まま、 こわごわ、 もう 一度 新聞 を 見る。 

ちんちゃく かんさつ 

「 沈着 なる 宿直 員の 観察」 

という 見出しが、 ふと 目についた。 すると、 少しば 

かり、 ク ルミさん の 〔# 「ク ルミさん の」 は 底本で は 「 

ルミさん の 匕 心の中に、 明るい ものが みっかった。 

「そうだ、 落ちつかなければ いけない」 

おのれ 

われと 己 を はげまして、 思い切って 紳士の 顔 を 見る。 

すっかり 居睡リ が、 本式に なったら しい。 

列車 は、 もういつ の 間に か、 幾つかの 駅 を 通過して、 



栓を 抜いた 香水の 瓶 を、 &睡 つてい る 紳士の ほうへ、 

ワク ワク ふるえながら 差 出し、 差 出した かと 思う と、 

素早く 瓶の 口 を 下へ 向けて、 紳士の 洋服へ、 惜しげ も 

なく タラ タラと 中身 を 流しつ くして しま つ た。 

列車 は、 国府 津駅 にと まった。 

なお も居睡 りつ づける 紳士 を 残した まま、 クル ミさ 

んは、 列車 を あとに した。 そして、 駅 を 出る と、 まる 

+6 な 

で 火で も 放った ような はりつめた 顔 をして、 すぐ 駅前 

の、 交番の 前へ 立った ので ある。 



大勢の 旅客た ちが、 広い プラット. ホ— ムに なだれ 出 

た。 

まじ いよう 

その 人び との 中に 混って、 一人の 異様な 紳士が —— 

満身に すば らしい 香水 の 匂い をプ ンプン さした 紳士が、 

右手 を スプリング • コ J ^の ポケットへ 入れた まま、 

なに かひ どく 腑に 落ち かねた ような 顔つきで、 鼻をヒ 

ひと ご 

クヒク させながら、 人混み を かきわける ようにして、 

出口の ほうへ 歩いて 行った。 

人び と は、 誰も かも、 その 紳士の 発散す る、 強い 激 

しい 芳香に 打 たれて、 びっくりし たように 立ち どまる 

ふ し ぎ 

と、 不思議 そうな 顔 をして、 或は あきれた ような 顔 を 



して、 紳士 を 見返り、 見送った。 

すると 紳士 は、 いよいよ わけが 判らない というよう 

な 顔 をしながら、 少 からず うろたえ はじめ、 急に いそ 

ぎ 足に な つ た。 

ほうこう ま 

と、 その 体から 立ちのぼる 芳香 は、 自ら 捲き おこし 

た 風に 乗って、 いよいよ ひろま リ、 一層 多くの 人び と 

が 立ち どま つ て、 不思議 そうに 紳士 を 見詰め はじめた。 

紳士 は、 泣き出し そうに 顔をしかめた。 が、 急に 今 

度 は、 真ッ 赤になる と、 歩きながら しきりと なに かブ 

ッブッ いい はじめた。 そして 前よりも 一層 はげしく う 

ろた え はじめ、 あわてた 足 どり で、 プラット. ホ —ム 



から 地下道へ、 地下道から 駅の 出口へ と、 折から 爽ゃ 

かな 五月の 微風に、 停車場 一面と きなら ぬ 香水の 嵐 を 

まきおこしながら、 かけ 出して 行った。 

このような 紳士が、 駅の 出口で、 さっきから 鼻をヒ 

クヒク やりながら、 待ち かまえて いるお 巡りさん を、 

ごまかす ことが 出来よう 害 はない。 ：： 

その 晚、 東京のお 家へ 帰った ク ルミさん のと ころへ、 

け い しちょう 

警視庁の えらい お巡りさんと、 X X 銀行の 支配人さん 

と、 それから 新聞社の 人た ちが やって来た。 

写真 を とられたり、 色々 な 話 を 聞かれた りした あと 



差 上げたい のです よ。 それ は それと して、 さ、 なんで 

も 外にお 望みの 品 を、 もう ひとつ おっしゃ つ て 下さい」 

すると、 ク ルミさん は、 一 寸 考えてから、 恥 かし そ 

ささや 

うに 囁いた。 

「じ や、 あたし、 サンド ウイ ツチ をいた だきます わ」 

(おわり) 
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